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小さな破片ゴミを拾うことも大切です！ 
～海に流出するまえに１つでも多く拾う～ 

 

 

 

vol.79          

 2015 年度冬号 

Contents    
Ｐ２ 荒川クリーンエイド 2015 実施速報 

荒川クリーンエイド 2015 実施団体一覧 

Ｐ３ 【報告】マイボトルキャンペーンで意識向上！ 

サイエンスカフェで市民と研究者が討議 

お知らせ  
Ｐ４ 荒川クリーンエイドの活動紹介映像が完成！   

【募集】 第２回川ごみサミット ～全国をつなぐ～ 
【募集】 荒川クリーンエイド 報告・連絡会 

１ 

荒川クリーンエイド  

 
  

２０１５ 実施速報

速報  



Arakawa Clean Aid News                                                                        

8,946 

9,210 

9,944 

12,582 

12,919 

13,145 

13,241 

16,351 

17,986 
36,905 

0 10,000 20,000 30,000 40,000

 

● 硬いプラスチックの破片 18,319 個 

● ポリ袋･シートの破片 16,976 個 

● 発泡スチロールの破片 20,501 個 

● ガラスやせとものの破片 3,238 個 
 

合計 59,034個 

(荒川で数えながら拾ったゴミ全体の 19.5%) 
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Ｑ２ 
■クリーンエイド後のマイボトル持参意識 
＊Ｑ１で「持ち歩かない」と回答した人 

Ｑ１ 
■これまでの 
マイボトル使用頻度 

２ 

2015年クリーンエイドでは破片ゴミも多く拾われていました 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
  
  
  
  

２０１５ 実施速報 

破片ゴミ数 

３ 

破片ゴミは一見するだけでは目立たない存在ですが、 

ペットボトルや食品容器包装のような目立つゴミが取り除かれるとそ

の多さに気付きます。 

なかでもプラスチック製品は、劣化して細分化し易い性質を持って

います。最近では、肉眼では見えづらいほど小さくなったプラスチック

(マイクロプラスチック)の有害性が世界的に問題視されています。 

どんどん小さくなって回収が難しくなっていくプラスチックゴミ。回収

不能となる前に出来るだけ多く拾い、海へ流出する前に川で拾うこと

の重要性が増しています。 

 

川ゴミ問題解決に向け、市民と研究者が討議 
サイエンスカフェ＠毎日メディアカフェ 

 

荒川クリーンエイド 2015年は、流域各地の延べ 159会場

で、1万人以上の皆さんにご参加いただきました。 

  

  

  

  

 

  

 荒川クリーンエイド 

◆会場数 159（エントリー数 171）          

◆参加人数 10,147人 

◆散乱ゴミ袋数 （45ℓ）5,601袋 （小袋は１/3として換算）  

◆粗大ゴミ数  1,484個 

2015 年 

実施概況 

  散乱ゴミの上位３は変わらず！ 

2015 年の調べるゴミ拾いで数えながら拾ったゴミの数(破片を除

く)は合計で 214,003 個に達しました。種類別に拾った数の上位

10品目は右のグラフの通りです。昨年と上位 3の順位に変動はあり

ません。上位 10ではペットボトルキャップがプラスチックボトルを抜い

てランクインしましたが、他は同じ品目です。 

上位 10(破片を除く)ではタバコのフィルター以外は全て容器包装

です。容器包装が占める割合は、拾ったゴミ全体(破片を除く)の

75.3％に達しています。 

これらのゴミを減らすためには過剰包装や小分け包装をなるべく

減らすリデュースや、エコバックやマイボトルを持ち歩く等のリユース

など、社会的な対策や個人向けの普及啓発が求められています。 

  

  

  

 あさか環境市民会議 

足立区本木・水辺の会 

(NPO)荒川の自然を守る会 

荒川夢クラブ 

板橋グローブクラブ 

いたばし水辺を楽しむ会 

いたばし野鳥クラブ 

江戸川・生活者ネットワーク         

大谷川クリーン大作戦市民実行委員会  

尾久の原愛好会 

葛西東渚・鳥類園友の会 

川の手ファンクラブ 

北区水辺の会 

(一社)グッド・チャリズム宣言プロジェクト 

(NPO)熊谷の環境を考える連絡協議会 

黒目川クリーンエイド実行委員会 

江東エコリーダーの会 

鴻巣の環境を考える会 

(NPO)国際ボランティア学生協会 

小松川平井連合町会 

埼玉県生態系保護協会 川口支部 

埼玉県生態系保護協会 戸田･蕨支部 

下平井水辺の楽校 

すみだエコリーダー 

大正大学 環境サークル smile 

  

  

  

  

秩父教育懇話会（秩父こどもエコクラブ） 

(NPO)秩父の環境を考える会 

東京東江戸川ローターアクトクラブ 

中土手に自然を戻す市民の会 

西なぎさ発：東京里海エイド 

FUJIO PROJECT 

ふれあい市野川クリーンアップ作戦協議会 

ボーイスカウト東京連盟城北地区北第１１団 

 

  

  

  

  

  

(一財)アールビーズスポーツ財団 

足立成和信用金庫 

SMBC 日興証券(株) 

SMBC フレンド証券(株) 

(株)エックスワン 

ＮＴＴ東日本 埼玉事業部グループ 

エヌ･ティ・ティ・ビジネスアソシエ㈱ 

NTT 労働組合東京グループ連絡会 

(株)ガイア 第 2 営業部第１エリア 

(株)キャプティ 

クリフォードチャンス法律事務所 外国法共同事業 

グローバル･ロジスティック･プロパティーズ(株) 

グローリー(株) 

(一社)建築ビジョン 

豪田ヨシオ部（(株)クリエイティブ PR） 

 

 

 

小松川信用金庫 

JFE 商事労働組合 

(株)システム・サイエンス 

(株)資生堂 

ジブラルタ生命保険(株) 

島村運輸倉庫(株) 

JAMBO International Center 

情報労連東京都協議会 

ジョンソンコントロールズ(株) 

(株)新生銀行 

住友生命保険(相) 

(株)セイコーファシリティズ 

西武建設(株)東京支店 

(株)東京スター銀行 

(一社)東京損害保険代理業協会 

東レ(株) 

日本 KFC ホールディングス(株) 

日本工営(株) 

パナソニックコンシューマーマーケティング(株) 

(株)日立ビルシステム 

 Bloomberg L.P. 

POSCO JAPAN(株) 

松山油脂(株) 

みずほ証券(株) 

三井住友海上プライマリー生命保険(株) 

三井住友フィナンシャルグループ 

三菱ＵＦＪトラストシステム(株) 

モンデリーズ･ジャパン(株) 

 

足立区 

荒川区地域文化スポーツ部スポーツ振興課 

板橋区みどりと公園課 

江戸川区土木部 

葛飾区 

川口市建設部建設管理課 

北区 

江東区土木部施設保全課 

墨田区 

台東区教育委員会青少年・スポーツ課 

戸田市公園河川課 

  

  

  

 江戸川区立大杉小学校 

江戸川区立平井小学校 

江戸川区立平井東小学校 

葛飾区立小松南小学校 

葛飾区立中川中学校 

江東区立第五大島小学校 

東京都立桐ヶ丘高等学校 

山形市立第六中学校 

 

市民団体 

学校 

自治体 

企業 

 (株)ユーニック 

リコージャパン(株) 

りそな銀行 首都圏地域 

ローソングループ 

  

  

  

  

  

＊主な主催団体のみ掲載 

荒川クリーンエイド 2015 

実 施 団 体 

(各五十音順) 雨天中止会場を含む 

容器包装 

2015年 散乱ゴミ 上位１０

TOP10 

(個) 

飲食の  

容器包装 

飲食以外の
容器包装 

その他 

17.2％ 

42.7％ 
15.4％ 

24.7％ 

用途別の色分
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 マイクロプラスチックと

は５ｍｍ以下になった

プラスチックのことで、 

左の写真はその予備

軍です。じつは荒川に

も沢山落ちています。 

荒川クリーンエイドは、日常で使っている生活用品がゴミとなっている現実を

知るきづきの場でもあります。荒川クリーンエイド･フォーラムでは、マイボトル

持参をきっかけとしたゴミ減量意識の向上を目的としてマイボトル持参キャン

ペーンを 6 年間おこなっています。今年はキャンペーン内容を説明するため

のツールを用意し、全会場へ配布し、参加者への周知に努めました。 

 

また、クリーンエイド会場でアンケートを実施し 

たところ、ゴミを拾う前と後でマイボトルを持ち歩 

こうという気持ちに大きな変化があることが、ア 

ンケート結果から判りました。 

荒川クリーンエイドでは、手軽に出来る環境 

保全活動の 1つとしてマイボトルの持ち歩きを 

これからも推奨していきます。 

 

 

 

 

調査会場数：9会場    

回答者数：262人 

11/17(火)、毎日新聞社本社ビルにある毎日メディアカフェにて、海洋汚染問題研究の第一人者である、大妻女子

大学 兼廣春之教授をお招きし、「川ゴミ問題について、私たちができること」をテーマに、研究者と一般参加者が

自由な意見を交わす、「サイエンスカフェ」を開催しました。 

 兼廣先生からは、「海洋ごみは古いようでマイクロプラスチックやマイク

ロビーズといった新しい問題も出てきている。海にごみが出る前に、全

ては無理でも、漂着前の回収、流れ着く前に抑えることと、漂着したら即

座に処理することが重要。」といった内容を紹介。 

その後、参加者同士で問題解決に向けた日頃からできる取組みについて

話し合い、その中から出た以下のようなアイデアを全体で共有しました。 
 

【参加者からのアイデア】 

・マイボトルが利用できる給水スポットや拾いたくなる仕組みづくりな

ど、社会的な取組みも必要。 

・プラスチックは燃やせばエネルギーになるなどで有効利用もできる。

そのためにも分別をきちんと行っていく。 

・ポイ捨てしたものがどうなるのか、ゴミ拾いに参加して実感したこと

などを、いかに多くの市民に伝えるかが大切だと思う。 

▲兼廣先生の話を聴く参加者 

 

＊破片類を除く 

マイボトル持参の意識向上！ 

７割がこれまでいじょうに！ 
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● 硬いプラスチックの破片 18,319 個 

● ポリ袋･シートの破片 16,976 個 

● 発泡スチロールの破片 20,501 個 

● ガラスやせとものの破片 3,238 個 
 

合計 59,034個 

(荒川で数えながら拾ったゴミ全体の 19.5%) 

 

■日時：2月 10日（水） 

13:30-16:40（13:15～受付） 

■会場：北とぴあ 701会議室 

（JR、東京メトロ「王子」駅より徒歩すぐ） 

■対象：会員、関係者、その他関心のある方どなたでも！ 

■参加費：会員：無料 非会員：500円 

■プログラム 

【第 1部】2015 報告会 13:30－14:55 
・荒川クリーンエイド 2015実施概況、ゴミ調査結果の報告 
・荒川クリーンエイド 2015功労団体の表彰 など 
 
【第 2部】2016連絡会 15:15－16:40 
・大妻女子大学 家政学部教授 
兼廣春之先生による話題提供 

・質疑応答、意見交換 など 
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どんどん小さくなって回収が難しくなっていくプラスチックゴミ。回収

不能となる前に出来るだけ多く拾い、海へ流出する前に川で拾うこと
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▲兼廣先生の話を聴く参加者 

 

●当団体の活動を応援してください！～入会のお願い～ 

 荒川クリーンエイド・フォーラムでは、活動の主旨にご賛同

いただける個人・団体の皆さまの継続・ご入会をお待ちして

おります。 

年会費 個人正  3,000円 / 団体正 10,000円/ 

      個人賛助 2,000円 / 団体賛助 8,000円 
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特定非営利活動法人 荒川クリーンエイド・フォーラム 
〒132-0033 東京都江戸川区東小松川 3-35-13-204 

  TEL 03-3654-7240   FAX 03-3654-7256  

  URL http://www.cleanaid.jp/  E-mail  renraku@cleanaid.jp  

容器包装 

  

 マイクロプラスチックと

は５ｍｍ以下になった

プラスチックのことで、 

左の写真はその予備

軍です。じつは荒川に

も沢山落ちています。 

荒川クリーンエイドの活動紹介ビデオが、今年の 8月についに完成いたしました！！ 

これまで活動に参加をしたことがない方を対象に、「クリーンエイドって、なんだか楽しそう！」

「参加してみたい！」と思ってもらえることまちがいなし！ 

映像プロデューサーの方に、プロボノとして企画から撮影・編集まで全面協力していただき制

作した、当団体の自信作です！ 

 

セミナー会場での投影や希望者に配布、Youtube で配信などといった形で活用しています。

映像に流れている楽しいオリジナルテーマソングも必聴ですよ♪♪ 

当団体ホームページでもリンクしていますので、ぜひお知り合いにも紹介し、 

荒川クリーンエイドの輪を広げてください（*^ ^*） 

荒川クリーンエイドの活動紹介映像が完成！ 

（この映像は、公益財団法人日野自動車グリーン

ファンドの助成を受けて制作しました。） 

参加者募集！ 

1/22(金)  

第２回川ごみサミット 
 

「今こそ 連携の必要性」をテーマに、多様な主体の方々と参加者

と共に全体討議と意見交換を行います。川ゴミの根本解決に向け

た検討をすすめます。 

川や海で活動されている方・関心のある方、街のゴミ問題、環境保

全に関心のある皆さんのご参加をお待ちしています。 

 

■日時：1月 22日(金) 13:30～17:30 

■会場：明治大学(駿河台校舎) リバティタワー16 階 1165 教室  

■参加費：1,000円（資料代として） 

■定員：100名 （先着順） 

■主催：全国川ごみネットワーク 

   （事務局：NPO法人荒川クリーンエイド・フォーラム内） 

★申込・詳細はこちらから   第２回川ごみサミット  

 

◇◇プログラム◇◇ 

・開会、挨拶、これまでの経緯について 

・話題提供  環境省 海洋環境室 

    全国内水面漁業協同組合連合会 

     国土交通省 河川環境課 ほか 

・全体討議＆意見交換 

   日本プラスチック工業連盟、(一社)JEAN 

   (NPO)グリーンバード、(NPO)プロジェクト保津川ほか 

2/10(水)  

荒川クリーンエイドは、日常で使っている生活用品がゴミとなっている現実を

知るきづきの場でもあります。荒川クリーンエイド･フォーラムでは、マイボトル

持参をきっかけとしたゴミ減量意識の向上を目的としてマイボトル持参キャン

ペーンを 6 年間おこなっています。今年はキャンペーン内容を説明するため

のツールを用意し、全会場へ配布し、参加者への周知に努めました。 

 

また、クリーンエイド会場でアンケートを実施し 

たところ、ゴミを拾う前と後でマイボトルを持ち歩 

調査会場数：9 会場    

回答者数：262人 

11/17(火)、毎日新聞社本社ビルにある毎日メディアカフェにて、海洋汚染問題研究の第一人者である、大妻女子

大学 兼廣春之教授をお招きし、「川ゴミ問題について、私たちができること」をテーマに、研究者と一般参加者が

自由な意見を交わす、「サイエンスカフェ」を開催しました。 

 兼廣先生からは、「海洋ごみは古いようでマイクロプラスチックやマイク

ロビーズといった新しい問題も出てきている。海にごみが出る前に、全

ては無理でも、漂着前の回収、流れ着く前に抑えることと、漂着したら即

座に処理することが重要。」といった内容を紹介。 

その後、参加者同士で問題解決に向けた日頃からできる取組みについて

話し合い、その中から出た以下のようなアイデアを全体で共有しました。 
 

【参加者からのアイデア】 

・マイボトルが利用できる給水スポットや拾いたくなる仕組みづくりな

ど、社会的な取組みも必要。 

・プラスチックは燃やせばエネルギーになるなどで有効利用もできる。

そのためにも分別をきちんと行っていく。 

・ポイ捨てしたものがどうなるのか、ゴミ拾いに参加して実感したこと

などを、いかに多くの市民に伝えるかが大切だと思う。 

▲兼廣先生の話を聴く参加者 

 

      

参加者募集！ 

マイボトル持参の意識向上！ 

７割がこれまでいじょうに！ 

様々な団体、多くの皆さんに参加いただいた荒川クリーンエ

イド 2015 をふりかえり、ゴミの調査結果等をご報告します。 
 
連絡会では、サイエンスカフェにも出演いただいた大妻女子

大学教授 兼廣春之先生をお招きし、川ゴミに関する話題を提

供いただきます。 
 
皆さんのご参加をお待ちしています！ 

 

https://www.google.co.jp/imgres?imgurl=http://free-illustrations-ls01.gatag.net/images/lgi01a201405132000.jpg&imgrefurl=http://free-illustrations.gatag.net/2014/05/13/200000.html&h=660&w=1024&tbnid=iAY9-5bBnyu9FM:&docid=mXxWl3iKgLo22M&ei=-KVfVsgc5NyYBYPUrTg&tbm=isch&ved=0ahUKEwjI-O3Rz77JAhVkLqYKHQNqCwcQMwhLKCUwJQ

